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今後の方向性
引き続き、効果的な環境学習の手法について検討するためのモニターツアーを実施する。
H30は、夏にしか体験できないヒシ取りや諏訪湖周辺の県有施設等の見学を行い、検討材料の
蓄積を進める予定。

事
業
実
績
･
成
果

事 業 実 績 事 業 の 成 果 評 価

・当初は20名程度の参加を見込み、小型バスを貸切
る予定であったが、募集を開始してから10日でキャン
セル待ちが生じたため、バスを大型に変更し、ツアー
を実施した。当日は諏訪地域を中心に、15組44名の
参加があった。
・見学場所では、子どもだけでなく、大人も熱心にメモ
を取るなど、諏訪湖への関心・知識の向上に効果が
見られた。

・ツアー参加者からは、県有施設の取組
等今まで知らなかったことを、県職員から
直接わかりやすく聞くことができ、有意義
で楽しかったという意見が多く、諏訪湖へ
の関心及び知識の向上につながった。
・当初参加を見込んでいた20名を上回る
44名の参加があり、諏訪湖に関する学び
を推進するにあたっての検討材料となる
意見を集約できた。

計 400,000 384,767 384,567 200

事

業

費

等

0

0

コピー代、遊覧船乗
船代、博物館入館料 27,000 7,820 7,820 0

0

ツアー参加証デザイ
ン費 0 19,980 19,980 0

旅行業者委託料 360,000 345,130 344,930 200

アンケート粗品代、用
紙代 13,000 11,837 11,837 0

当初計画額
変更（最終）
計画額

実績額 差引 備考
ａ ｂ ｃ ｂ－ｃ

事 業 費 384,767

節区分 主な内容

地域の子どもたちのための諏訪湖学習ツアー事業

事業期間 H29.12

成果目標
・諏訪湖を周遊し、県有施設等を見学することにより、諏訪湖に関心を寄せるきっかけになる。
・今後、諏訪湖に関する学びを推進するにあたっての検討材料とする。

事

業

の

概

要

等

目 的
（目指す姿）

　地域の子どもたちに諏訪湖について学ぶ場を提供し、諏訪湖への関心及び知識を高めると共
に、効果的な環境学習の手法について検討するため、諏訪湖周にある県有施設見学等を行うモ
ニターツアーを実施する。

現 状 と
課 題

　地域の子どもたちが諏訪湖について学ぶ機会は現状十分ではないため、諏訪湖への関心を持
ちにくく、将来の諏訪湖の環境保全や利活用についての影響が懸念される。

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

　大型バスを貸し切り、旅行会社が諏訪湖周辺の県有施設等の周遊を行う。冬の諏訪湖の姿を
子どもたちに見ていただき、各施設ご担当者にそれぞれご説明していただくことにより、興味を惹
く環境学習を実施する。

H30.3

企画振興課

事 業 名
0266-57-2901

suwachi-kikaku@pref.nagano.lg.jp

地域振興推進費事業計画・自己評価書　
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実 施 機 関 諏訪地域振興局(企画振興課） 担
当
課

平成30年3月30日
諏訪地域振興局

 期待以上 

 期待どおり 

 やや下回る 

 期待以下 
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